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日英仏語の諺における対照分析
久 野 誠
Contrastive Analysis of Proverb : Japanese, English and French
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Abstract
The difference for every race tends to appear in a proverb. Even between English and French, the lan-
guage group differs although the language family is the same. Then, we have to appreciate the nuances in each
proverb. It is also a medium universal on the other hand. What feature does a successful proverb have? The
following are three conditions which produce a popular proverb: Brevity,Concreteness, Rhetoric. Or, Contrast,
Metapher, Rhyme. Shakespeare wrote in Hamlet , “Brevity is the soul of wit.” Brief exemples : “Might is
right.”, “Qui dort dîne.”, “Traduttori, traditori.”（Ital．），etc. Proverbial phrases that still linger in our ears
include effective rhetorical devices. Rhetorical exemples : “Spare the rod and spoil the child.”,“Tout passe,
tout casse, tout lasse.”, etc. Therefore, we will perform contrastive analysis of the proverb of Japanese, Eng-
lish and French from these viewpoints.
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とのために他を顧みる余裕がない，という意味である。それが英語では，“Hunger will break through
stone walls.”〈飢えは石の壁をも打ち破る〉となり，フランス語では «La faim chasse le loup（hors）
９７









また「後悔先に立たず」式の表現は，英語では“Don’t burn your boat.”〈自分のボートを燃やすな〉
となる。これは，いつでも引き返すことができるようにボートを確保しておくたとえから，みず
から後戻りできない状況をつくるな，の意味である。boatだけでなく，bridgeや shipの語も使われ


























も同じ構成になる。つまり“Time is money.” “Never two without three.” “There’s no smoke without fire.”
は，それぞれフランス語では，«Le temps, c’est de l’argent. » «Jamais deux sans trois. » «Il n’y a pas de
fume sans feu. »になる。「猫に小判」は日本的な諺だが，「豚に真珠」は英仏語でもほぼ同じ内容を
９８ 久 野 誠
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もつ。“like casting pearls before swine” «donner des perles aux pourceaux» swineも pourceauも豚を意味
する。「青天の霹靂」には “like a bolt from the blue” «un coup de tonnerre dans un ciel serein»が対応し
ている。英語の〈青空から稲妻〉にしても，フランス語の〈晴れた空に雷〉にしても，日本語の
ものにほとんど対応している。boltはいわゆるボルトではなく thunderbolt〈稲妻〉の意味。「電光




いる。英語では “Danger past, God forgotten.”〈危険が通り過ぎると，神は忘れ去られる〉。それに対
してフランス語では，«La fête passé, adieu le saint. »〈祭りが過ぎると，聖人におさらば〉と，欧米
の人にとって身近な聖人祭のたとえのかたちをとって表現される。また「果報は寝て待て」では，
日仏語の例が似通った内容になっている。“Everything comes in time to him who waits.”〈すべては早
晩待つ人にやってくる〉«La fortune vient en dormant. »〈幸運は眠っているときにやってくる〉「ロー
マは一日にしてならず」“Rome was not built in a day.”〈ローマは一日にしてならず〉«Paris ne s’est
pas fait en un jour. »〈パリは一日にしてならず〉ローマほどではないが，パリにも古い歴史と伝統
があるので，フランス人は，Romaを Parisに置き換えた。「習うより慣れよ」“Practice makes per-




たず」“It must be either one thing or the other.”〈一方かもう一方かのいずれかでなければならない〉
«Il faut qu’une porte soit ouverte ou fermée.»〈ドアは開いているか閉まっているかでなければならな
い〉日英語のものは一般的な説明という意味で似通っているが，フランス語の例は，具体的なた






意味のずれが見られるケースがある。「雨後の筍の如く」は“like mushrooms ” «pousser comme des
champignons après la pluie»になる。欧米語では，雨後に大量発生するものとしては筍の代りに西洋
きのこの代表であるマッシュルームが選ばれている。「将棋倒し」は“go down like ninepins” «tom-
ber comme des quilles»に相当。英仏語では将棋の代りにチェスではなく九柱戯の語が使われる。「瓢
箪鯰」は“as slippery as an eel”«un caractère comme une anguille»に対応する。「瓢箪で鯰を押える」は，
ひょうたんもなまずもつるつるすべることから，つかみどころがなく要領を得ないこと，の意味
になる。欧米語では，なまずがうなぎに変る。なまずは英語で catfish，フランス語で silureという。
「飼犬に手をかまれる」は “like warming the snake in one’s bosom” «réchauffer un serpent dans son sein»
になる。つまり犬のたとえは英仏語ではいずれも蛇の比喩になる。「火を見るより明らか」は“as
clear as day” «clair comme le jour»に対応。欧米語では，いずれも〈昼のように明るい〉から「火を
見るより明らか」の意味になる。「天にも昇る心地」は “as happy as a king” «heureux comme un roi»
９９日英仏語の諺における対照分析
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に相当する。王政を経験しているイギリスやフランスの言語では，〈王のように幸福な〉の紋切り
型がある。
「三人寄れば文殊の知恵」は，英語では“Two heads are better than one.”〈二つの頭は一つよりも







ここでも，「三」という数が顔を出している。“The pitcher goes so often to the well that it gets broken
at last.”〈何度も水を汲みに行けば水がめも最後には割れるものだ〉何度も悪事を働けば，いつか
はしくじるときがくるの意。説明的なたとえになっている。«Tant va la cruche à l’eau qu’à la fin elle
se casse.»〈何度も水を汲みに行けば水がめも最後には割れるものだ〉何度も危険を冒せば最後は
身を滅ぼすというもの。「壁に耳あり」の代りに〈水がめに耳あり〉が使われていたように，水が
めのたとえは欧米では一般的なものであることがわかる。「馬の耳に念仏」“None is so deaf as those
who will not hear.”〈聞く耳をもたない者は，耳の聞こえない者より始末が悪い〉«Il n’est pire sourd




“Woman is fickle ever.”〈女心はいつでも変りやすい〉«Souvent femme varie.»〈女の気持ちはころこ
ろ変る〉欧米語の諸例は文字通りの説明的なものになっている。それに対して，日本語のほうは
語のカテゴリーが異質でありながら，共通認識のできる語句「女心」「秋空」を等位的に並べて効
果を挙げている。「転ばぬ先のつえ」“Prevention is better than cure.”〈予防は治療にまさる〉«Mieux
vaut prévenir que guérir.»〈予防は治療にまさる〉欧米の例はいずれも，そのままズバリの表現になっ
ている（７）。「弱り目にたたり目」「泣きっ面に蜂」“Misfortunes never come singly.”〈不幸は決して単発





ような詐欺のニュアンスは日本語の例にはないように思われる。“It’s a case of the biter bit.”〈だまそ
うとした人がだまされるケースである〉biterは原義は噛みつく人だが，俗語で詐欺師を意味した。




ずれも靴屋の比喩になっている。“The shoemaker’s wife is always the worst shod.”〈靴屋の妻はいつで
も最低の靴を履いている〉«Les cordonniers sont les plus mal chaussés.»〈靴屋は最低の靴を履いてい
１００ 久 野 誠




さは万国共通の認識で，それだけたとえは無理のないものになっている。“Ill weeds grow apace.”
〈雑草は生長が早い〉«Mauvaise herbe pousse（croît） toujours.»〈雑草は次から次と芽を出す〉「人
は見かけによらぬもの」日本語の例は一般的な説明になっている。“The cowl doesn’t make the monk.”




語では“a jewel on a dunghill” «des perles sur du fumier»になる。掃溜の部分は dunghill=fumierと完全
に対応しているものの，日本語では「掃溜に鶴」，英語では〈掃溜に宝石〉，フランス語では〈掃
溜に真珠〉と美しいもののたとえが，それぞれ異なる。鶴はもちろん日本的なたとえである。ま
た「瓜二つ」“as like as two peas（eggs）”«se ressembler comme deux gouttes d’eau»瓜が英語ではえん
どう豆か卵，さらにはフランス語では水滴に代るのは興味深い。卵ならまだしも，水滴はその諺
を知らない者にとっては斬新な選択に見える。「鳩が豆鉄砲を食ったよう」は，英語では“look like
a duck in a thunderstorm”〈雷雨のなかのアヒルのよう〉，フランス語では «ouvrir des yeux ronds»〈目
を丸く見開く〉になる。鳩の比喩は英語ではアヒルのたとえになっている。フランス語の例は〈目
をさらのようにする〉に近いオートドックスな言い換えになっている。「泥酔」は，“as drunk as
a fish etc. ” «ivre comme une soupe»に対応している。英語では〈魚のように酔った〉，フランス語で
は〈スープのように酔った〉と独特の身近なたとえになっている。「飛ぶように売れる」は “sell
like hot cakes” «se vendre comme des petits pains»になる。英語ではホットケーキ，フランス語では小
さなロールパンと，英仏語は同じようなたとえになっているが微妙に異なっている。「のれんに腕
押し」は英仏語では“like beating the air” «un coup d’épée dans l’eau»に変わる。英語では〈空気を打つ
ような〉，フランス語では〈水中に剣で一突き〉と，いずれも感覚的には共通認識の可能なたとえ





cap fits, wear it.”〈帽子が頭に合えば，かぶりなさい〉になる。思い当たる節があれば，自分のこと
だと思いなさい，の意。capは shoesに換えることもできる。フランス語では«Qui se sent morveux
se mouche.»〈洟が出ていると思ったら，洟をかみなさい〉になる。欧米語の諸例は，この種のたと
えとしては日本人にはわかりにくいかもしれない。「虻蜂取らず」は，“Don’t try to do two things at
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ている。「二兎を追う者は一兎も得ず」はもちろん日本語の諺としても一般化している。「とらぬ
狸の皮算用」まだ捕らえてもいない狸の皮を計算に入れてはいけない，のたとえ。“Don’t count your
chickens before they are hatched.”〈まだ孵ってもいない雛を数に数えるな〉英語では，家禽としてもっ
と身近な鶏が選ばれている。鶏は皮だけが問題となるわけではないので，卵から孵る雛のたとえ





英仏語では “Little strokes fell great oaks. ”〈小さな一打もくり返せば大きな樫の木を倒す〉 «Petit à






しては，音節や語数の比較がある（１０）。「うそも方便」は英語では “The end justifies the means.”〈目
的は手段を正当化する〉フランス語では «La fin justifie les moyens.»〈目的は手段を正当化する〉に
対応する。英仏の例ではいずれも文字通りの記述になっている。日本語の例は欧米語の例と基本
的な意味は同じだが，３語と簡潔にまとまっている。「言わぬが花」は“It is not always wise to speak




「乗りかかった舟」は英語では“It is too late to draw back now.”〈もう引き返すには遅すぎる〉，フラ












事か成らざらん」は“Where there’s a will there’s a way.”〈意志あるところに解決法あり〉，«Vouloir,
c’est pouvoir.»〈意志は力なり〉に相当する。どの言語にも，具体的なたとえは見られない。そんな
なかでは，フランス語の例が端的で意味も比較的すぐに理解できるという点で一歩抜きん出てい
１０２ 久 野 誠







ちる」は意味の似通った諺であるが，英仏語ではそれぞれ，“Even Homer sometimes nods.”〈ホメロ











「花より団子」は，英語では“Pudding rather than praise.”〈賞賛よりプリン〉，フランス語では«La








適切なたとえ話になっている。「月とすっぽん」や「雲泥の差」は，英語では“as different as chalk




fools.”〈幸運は愚か者に恩恵を与える〉，«Aux innocents les mains pleines.»〈愚か者に福〉に対応す
る。日本語では，衒いがある場合，「棚ぼた」式などと略語で口にされることが多い。英語の例は，
結果的に完全な[f]の《頭韻》になっており，押韻の点で一歩進んでいる。「石橋をたたいて渡れ」
は，それぞれ“Better safe than sorry.”〈後で後悔するより先に用心するほうがよい〉，«Deux sûretés
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式になっていて，直訳は〈後悔より用心〉で，safeに語頭子音を合わせるために sorryが選ばれて
いるように思われる。一種の《頭韻》である。《頭韻》は自然発生的にできることも多い。日本語
では諺における《頭韻》は一般的ではない。しかし，as busy as bee〈蜜蜂のように忙しい〉や as
cool as a cucumber〈きゅうりのように涼しい〉などのように，英語では多数の頭韻的直喩が残され
ている（１７）。その点に鑑み，この種の韻は意識的に踏まれたと考えるほうが自然である。ちなみに
“sorry and sad”のような badの俗語表現にも《頭韻》は現れている。





う（１８）。「鬼のいぬ間に洗濯」は，“When the cat’s away the mice will play.”〈猫がいなくなると，鼠は




出た錆」は，英語では“He who sows the wind shall reap the whirlwind.”，フランス語では«Qui sème le









喩》になっていて，味わいがある（２０）。「一寸先は闇」は，“You never can tell.”〈決して話してはなら
ない〉«Il ne faut jurer de rien.»〈何事も誓うなかれ〉に相当する。ここでは，英仏語の諸例が文字通
りの説明に終始しているのに対して，日本語のものでは，「闇」は本当の暗闇のことを指している
わけではないので，《諷喩》と判断することができる。「ごまめの歯ぎしり」は，英語では“like kick-










１０４ 久 野 誠
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ろうか。「船頭多くして船山に上る」は，英語では“Too many cooks spoil the broth.”〈多すぎる料理






「かわいい子には旅をさせよ」は，“Spare the rod and spoil the child.”〈鞭を惜しむと子供はだめ
になる〉«Qui aime bien châtie bien.»〈愛する子には罰を惜しむな〉になる。欧米語の例には，《逆説》
的な性格がはっきり現れている。英語では，“spare the rod”と“spoil the child”との間に共に[s]音で始
まり，theを伴う名詞が共に[d]で終わるという完全な平行性が見られる。この平行性が逆説的な意







〈性急さは無駄をつくる〉«Patience et longueur de temps...»〈辛抱強く気長に...〉短気は損でも普通
に通じるが，ここでは，句の平行性を高めるために，損を「損気」にしている。英語は，haste
〈性急さ〉に waste〈無駄〉と《類音語反復》のかたちを選んでいる。フランス語は，ありきたり
な説明文になっている。「類は友を呼ぶ」は，“Birds of a feather flock together.”〈同じ羽の鳥はひと
つに集まる〉«Qui se ressemble s’assemble.»〈似たもの同士が集まる〉になる。フランス語の例は，
ressembleと assembleとの間で《類音語反復》をなしている。英語だけが，動物のたとえのかたち
を借りている。「君子危うきに近寄らず」は，英仏語では“Gather thistles, expect prickles.”〈アザミを




は，“Comparison is not proof.” «Comparaison n’est pas raison.»〈たとえは何の証明にもならない〉に
相当する。血がつながっていないにも関わらず容貌がよく似ていることをいう。欧米語で同じ形
式になっているが，フランス語では《類音語反復》になっており，押韻がなされている分だけ評
価できる。「百聞は一見にしかず」“Seeing is believing.” «Voir, c’est croire.»日本語の例だけが《誇張》
になっている。英仏語の例は《類音語反復》による似通った構成になっていて，動名詞と動詞不
定法の言語構造的な違いだけがある。













する。なお，chatと ratとは《類音語反復》をなす。「海老で鯛」は，欧米語では“like throwing a





「十人十色」は，欧米語では“So many men, so many minds.”〈人の数だけ考え方がある〉，«Autant
de têtes, autant d’avis.»〈頭数だけ意見がある〉になる。どの言語でも《頭語反復》が見られる。「悪
銭身につかず」は，“Ill got, ill spent.”〈不正に得たお金は浪費してしまう〉«Bien mal acquis ne profite
jamais.»〈不正に得たお金は決して有効に使えない〉に対応している。意味の面ではどの言語も似
たような内容になっている。うまく《頭語反復》と《語尾同音》のかたちをつくった英語のもの
が好例となっている。「人事を尽くして天命を待つ」は“Man proposes, God disposes.”〈人は提案す
るだけで，後は神が決める〉«L’homme propose et Dieu dispose.»〈人は提案するだけで，後は神が決
める〉に相当。欧米の諸例は，いずれも《語尾同音》を含む《対比》の構成になっている。「諸行
無常」は，英語では“All is vanity and vexation of spirit.”〈すべてがむなしく心を悩ます〉，フランス














ず」は，英語では“Nothing venture, nothing win.”〈冒険がなければ，勝利もない〉，フランス語では
«Qui ne risque rien n’a rien.»〈何の危険も冒さない者は何ものも得ない〉になる。いずれの例にも，
《反復》による平行性の強調が見られる。日英語の例は《頭語反復》をなしている。日本語の例
だけが具体的なたとえになっていて一歩優っているように思われる。「なるようになる」は，“What
will be will be.”〈なるようになる〉«Qui vivra verra.»〈時がたてばわかる〉に相当する。日英語の例
１０６ 久 野 誠






























ピアは『ハムレット』のなかで，“Brevity is the soul of wit.”〈簡潔は機知の神髄〉と書いている。日
本語では「うそも方便」や「言わぬが花」など，英語では“Tastes differ.”や“Might is right.”など，フ
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どがこの種の具体化に貢献している。日本語では「海老で鯛」「のれんに腕押し」「馬の耳に念仏」
と挙げればきりがない。欧米語では“Too many cooks spoil the broth.” “The pitcher goes so often to the
well that it gets broken at last.” «La belle cage ne nourrit pas l’oiseau. » «Le vin est tiré, il faut le boire. » «Il


















し」（七五調），「帯に短し襷に長し」（七七調）。“Might is right.” “Gather thistles, expect prickles.” “Pud-
ding rather than praise.” «Qui se ressemble s’assemble.» «Comparaison n’est pas raison.»《頭韻》，《類音語
反復》が圧倒的に多い。なかには“Fortune favours fools.”や“Spare the rod and spoil the child.”や«Tout















１０８ 久 野 誠
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化や表現法を身につけ，それを外国語学習に活用することが問題となる。この種の対比を等価対応と呼ぶ。
 「覆水盆に返らず」というと，“It is no use crying over spilt milk. ”〈こぼれたミルクのことを嘆いても無駄である〉
が有名だが，次の例もある。“You can’t have your cake and eat it.”〈食べたケーキは手に残らない〉。«On ne peut
être et avoir été.»〈いつまでも若いままではいられない〉。これらの欧米語の諸例は十分に説明的ではないために，
諺の意味を知らなければ，理解できないだろう。
 『世界大百科事典』（平凡社）による。ちなみに，この引用文中で，«On ne fait pas d’omelette sans casser d’œufs.»
〈卵をわらずにオムレツはできぬ〉は，日本の諺で言えば「まかぬ種は生えぬ」で，英語でも“You can’t make
an omelette without breaking eggs.”と同じたとえを使う。他に同様の表現として，“As you make your bed, so you
must lie on it.” «Comme on fait son lit, on se couche.»〈寝床をつくるから，そこに寝る〉がある。また，“Talk of the
devil and he will appear.”〈悪魔のうわさをすれば悪魔が現れるだろう〉は日本語では「うわさをすれば影がさす」





 この種の万国共通の諺には，他に次のものがある。「負けるが勝ち」“He who loses wins.” «Qui perd gagne.»「便り
のないのはよい便り」“No news is good news.” «Pas de nouvelles, bonnes nouvelles.»「終わりよければすべてよし」
“All’s well that ends well.” «Tout est bien qui finit bien.»「鉄は熱いうちに打て」“Strike while the iron is hot.” «Il faut
batter le fer pendant qu’il est chaud.»「事実は小説よりも奇なり」“Truth is sometimes stranger than fiction. ” «La vérité











 欧米語では，他に川の比喩も有名である“Little streams make great rivers.”〈小さな流れも大きな川をつくる〉«Les
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